
中学校保健体育科「剣道」授業において「剣道形」導入の可能性について
～主体的・対話的な学び,安全教育を意識して～
○太田順康（大阪教育大学）・ 由留木俊之（岸和田市立山直中学校）
金森昭憲（豊中市立庄内小学校） ・ 石川美久（大阪教育大学）

緒 言 研究方法

結 果

考察 および まとめ
「導入・基本動作」3時間、「剣道具」を用いた授業3時間、「形」主体の授業3時間、「まとめ・テスト」1時間という単元構成としたが、5点を満点とする授業評価得点は（図１）の通り、すべての回で4.0以上であり、

剣道授業は対象生徒にとって高評価であった。(図2)の通り、第1回目の「剣道具⇒形」組がやや低くいが、授業が進むにつれ、徐々に評価は高くなっている。これは、授業運営上、クラスにより開始時期がズ
レたこと、朝一コマ目のため寒さやあわただしさによると考えられる。
武道は女子に不評ではないかと仮説したが、 (図3）の通り、性別による差はない。授業内容別にみると（図5）の通り、「基本」と「形」の間に評価得点に有意な差が認められ、他は有意差が無いものの、「形」

＞「剣道具」＞「基本」の順で評価得点が高い。授業順で見ると（図4）の通り、「基本」「剣道具」の授業時に「剣道具⇒形」と「形⇒剣道具」の間に有意な差がみられた。 「剣道具⇒形」 の「形」と「剣道具」を比
べると「剣道具」の評価が低く、 「剣道具⇒形」＜「形⇒剣道具」よいのではないかと推察される。

KH-Corderによるテキスト分析の結果は、全自由記述（2722文78450字）から1852語の抽出語が18603回出現した。(表１）は出現回数の上位60語をである。これらから作成した共起ネットワーク図（最小出現
30、jaccard係数0.3以上） （図6）をみると、「剣道」「楽しい」「怖い」「思う」「防具」がつながり、「打つ」から「面白い」「師匠・弟子」「面」「難し」「練習」へつながり、「相手」「大切」「友達」とつながる。「礼儀」「正
座」「礼」「気持ち」、「抜き」「下がる」「タイムミング」が各々まとまっている。
「形」「剣道具」「基本」授業の自由記述をみると、「形」授業（17769字、823抽出語、出現回数4450）「剣道具」授業（19039字、872抽出語、出現回数4858）、「基本」授業（18864字、844抽出語、出現回数

4687回）で出現に大きな差はない。「形」「剣道具」「基本」授業の自由記述を共起ネットワーク図（最小出現10、jaccard係数0.3以上とした）(図7)（図8） (図9）から比較すると、「相手」「面」「打つ」「難し」は共に
出現するが、「木刀」「上段」「息」「合わせる」「弟子」「師匠」は「形」授業にしかない。「小手」「怖い」「打つ」「痛い」は「剣道具」授業にしかない。「基本」授業では、「剣道」「竹刀」「面」「胴」「小手」「打つ」が集
中し、「礼儀」「大切」、「初めて」「楽しみ」、「日本」「文化」「授業」、「新聞」「切る」が各々関連している。
振り返りの回答には「ペアの子と協力して学習することができた」「仲間同士で教え合うのもいいと思う」「友達と教え合いながら学習を進めるのは楽しかった」などアクティブな学習、「互いが信頼あってこそで

きるスポーツと思った」「相手が恐怖心を持っているからそれを和らげてあげることも大切」「剣道は一人ではできない」など対人関係（道徳性）への気づき、「間違いという言葉は剣道の間合いが違ったところか
ら由来していること知りました」「間違いという言葉の由来について知れて日本の言葉の由来や昔の人がしてきたことがわかりました」など言語学習への興味、 「師匠と弟子の関係での役割がわかった」「弟子
は師匠の動きに合わせるのは日本の文化というか礼儀なのだろうと思った」「師匠をマネするのは師匠を見て学ぶという事なんだと思いました」など師弟の関係性、 「日本に伝わる伝統的な文化を受け継いで
いきたい」「正座などの日本の昔の文化も知れておもしろかった」など日本伝統文化への興味、 「形は単純とは言えないけれど練習すればするだけ上手になった自信がうまれるので難しくもなく、中学生の体
育に向いていると感じた」「形剣道は動きやすいけれど竹刀剣道は剣道具をつけているため動きにくかった」など形の評価、「手拭がずれて少しイライラしたが、それを我慢してこそ武道」「先生の頭をたたくと
き、なんだかすっきりした気分になりました」など武道性について、なかには「つまらん練習ばかりで面白くなかった。最低限試合はしたかった。」などの否定意見もあった。「剣道の授業を通してこれまでよりも
相手に敬意を払う思いやりととっさの相手の動きに反応できる冷静さも必要になってきます」「武術を習わなくていいくらい、安全な世の中になってほしい」など安全性を感じていたようである。
感染症への緊急対応のため、無声の形を取り入れたが、授業担当教員からは「無声であることが集中力を生み出した」との評価もあった。また「ペアを変えなかったことも、学びを深めることに関わっていた」

との意見もあった。
今回の授業では「形」授業と「剣道具」授業では、両授業とも評価が高く、評価得点に有意な大きな差はないものの、「師と弟子」の関係による学び合い、息を合わせる、など武道で重要な合気の関係や言

語の学びなどの記述が、「形」授業時の振り返りに多く、「小手」「怖い」「打つ」「痛い」などは「剣道具」授業が多く、「形」授業に一定の評価を得ることができたと考える。
今後、「基本」 「形」から「剣道具」、「基本」「剣道具」から「形」へより連関可能な教材の開発が必要となるであろう。
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